
1.　はじめに

我が国におけるマネジメント手法については，
建設産業よりも IT 産業の方が普及している感が
ある。現状の建設産業は各企業独自の方法でマネ
ジメントを行っており，それで成功しているとい
えよう。なぜなら多くの建設企業が何十年と存続
し，利益を出しているからである。そして，今後
さらに国際舞台で飛躍するためには，核（コア）
となる世界共通のマネジメント手法をまず習得す
ることが不可欠である。その上で各企業独自の工
夫したマネジメント手法を構築することが本来の
順番であると考える。

世界的なコンサルティングファームのマッキン
ゼー・アンド・カンパニーによれば，世界はこれ
まで以上に建設の専門家やその組織を求めてお
り，2035 年までに毎年 3.5 兆ドル（1 ドル 160 円
の場合，毎年 560 兆円。ちなみに 2024 年度日本
の建設投資額は 74 兆 3500 億円）の世界経済イン
フラ投資が必要なようである 1）。

2.　�まずはプロジェクトマネジメント
の普及から考察

⑴　プロジェクトマネジメントの普及には
建設産業におけるプロジェクトマネジメント

（以下，「PM」という）の普及には，PM に関す
る国際資格である PMP®（Project Management 
Professional）取得者を増やすことである。その
ためには日本の公共事業の入札参加資格要件に
PMP® を加えてもらうことを提案する。

⑵　建設関連資格の現状と課題
公共事業の入札参加資格要件には技術士（文部

科学省），1 級土木施工管理技士（国土交通省），
RCCM（一般社団法人建設コンサルタンツ協会），
土木学会認定技術者資格（公益社団法人土木学会）
等，多くの国家資格や民間資格があり，業務に適
した資格を習得した管理技術者や主任技術者の配
置が求められている。これらの資格の中で，特に
技術士取得者や技術士を多数抱えている企業は圧
倒的に有利な仕組みとなっている。

そのため，建設技術者は技術士資格の取得を目
指し，企業は多くの技術士の養成・確保を継続的
な目標としている。これでは過剰に技術士資格が
重要視されるばかりである。そのため多様性の観
点から建設産業が偏ったドメスティックな環境に
陥るのではと懸念がある。

⑶　国際資格 PMP®普及の考え方
前述のように，まずは公共事業の入札参加資格

要件として PMP® を加えるように働きかけるこ
とが肝要である。
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公共事業の中の建設事業を例にとり，PMP® を
事業の資格要件として加えてもらえるための考え
方を三つの観点（①マネジメント力，②建設分野
の専門技術力，③建設分野の安全・品質・工程管
理）から次に示す。
①　マネジメント力の観点：PMP® ＞技術士
②　建設分野の専門技術力の観点：
　　PMP® ＜技術士
③　建設現場の安全・品質・工程管理の観点：
　　1 級土木施工管理技士＞技術士

したがって，それぞれの資格の専門性を補完す
る組み合わせとして，次のように考えれば技術士
と同等レベル以上になるという式が成り立つ。
　　PMP®＋1 級土木施工管理技士≧技術士

以上のように考えれば，1 級土木施工管理技士
資格保有者にとって PM 習得へのモチベーショ
ンが高まり，PMP® 資格取得者が増え，建設産業
にも PM が普及すると同時に国際舞台でさらに
活躍が期待できるようになるだろう 2）。

3.　�ポートフォリオ /プログラム /�
プロジェクトとは

次にポートフォリオ，プログラムおよびプロジ
ェクトについて，定義と主な特性，マネジメント
標準書の紹介，建設産業への適応例を述べる 2）。

⑴　定義と主な特性
・ポートフォリオ：経営戦略・経営計画の目標を

達成するためにグループ化されたポートフォリ
オコンポーネントの集合 3）。主な特性は，「何
を行わないか」を決める等である。

・プログラム：個別のコンポーネントだけでは成
果を得ることができない目標に対し，複数のコ
ンポーネントをまとめて成果を上げる場合のコ
ンポーネントの集合 3）。主な特性は，プロジェ
クトを束ねる等である。

・プロジェクト：独自のプロダクト，サービス，
成果などを創造するために実施される有期性の
ある活動 3）。主な特性は，有期性 / 独自性 / 段
階的詳細化等である。

⑵　マネジメント標準書
図－ 1に，出版されている各マネジメントの標

準書，目次，そして主な特性を示した。

⑶　建設産業への適用例
図－ 2は，ポートフォリオの構成例を示したも

のである。ポートフォリオ / プログラム / プロジ
ェクトの建設産業への適用について，少しかみ砕
き建設会社の一般的な組織に当てはめると分かり
やすくなる。ポートフォリオは本社，プログラム
は支店，プロジェクトは現場に置き換えてみる。

図－ 1　ポートフォリオプログラムプロジェクトマネジメント標準書 4）
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例えば，構造物の型枠工事の場合，一つの現場が
順調でも，その現場の影響で型枠大工が不足し，
他の多くの現場が滞れば支店の出来高は下がる。

また，一つの支店が順調でも，その支店の影響
で広域的に型枠大工不足となり，他の支店が滞っ
てしまうと，結果的に会社全体の出来高が下がる
恐れがある，そのため，本社では全体最適の措置
が必要になる 6）。

4.　�三位一体化（ポートフォリオ /�
プログラム /プロジェクト）�
マネジメントとは

ここでは，三位一体化（ポートフォリオ / プロ
グラム / プロジェクト）マネジメントの概念の説
明と，その時の立ち位置で現場担当者にもその概
念の理解が必要であることを述べる。

⑴　三つのマネジメントは本質において一つもの
である
三位一体とは，「三位は全て神の現れで本来一

体のものだ」というキリスト教の教義という意味
と，もう一つは，「三つのものが本質において一
つのものであること，また，三者が（心を合わせ
て）一体になること」の意味もある。

一方，三位一体の盾
たて

と呼ばれる図式がある。
「父」は神である，「子」は神である，「聖霊」は
神である。神は「父」である，神は「子」である，
神は「聖霊」である。そして，「父」は「子」で
はなく，「子」は「父」ではない，「聖霊」は「父」
ではなく「子」でもない。

この図式に，ポートフォリオマネジメント，プ
ログラムマネジメントおよび PM を当てはめて
みると親和性が高まり，本質的に一つのマネジメ
ントが成立する。それを図－ 3で表現した 7）。

⑵　その時の立ち位置でマネジメントが変わる
所長・主任・現場担当者・専門企業（下請）の

全ての立場でポートフォリオ / プログラム / プロ
ジェクトマネジメントの理解・運用が必要であ
る。図－ 4により，一つの建設現場の現場担当者
にも三位一体化マネジメントの理解が必要である

一般的な建設会社でたとえると、
プロジェクト≒現場、
プログラム≒支店、
ポートフォリオ≒本社のイメージ

図－ 2　ポートフォリオの構成例（建設会社の場合）5）

図－ 3　三位一体化マネジメント概念図 7）
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ことを示す。
ゼネコンの建設現場は所長が最上位，主任，現

場担当者，専門企業（下請）のピラミッド型組織
である。ゼネコン組織での現場担当者の任務は，
さまざまな工種・工事のマネジメント業務であり
プロジェクトマネージャー（有期性，独自性や段
階的詳細化が含まれる）といえる。主任の任務は
現場担当者のプロジェクトを束ねる役割があるた
め，プログラムマネージャーといえる。

そして所長の任務は，主任（プログラムマネー
ジャー）や現場担当者（プロジェクトマネージャ
ー）の業務に対して優先順位や何をやらないかの
決定等，マネジメントを行うためポートフォリオ
マネージャーといえる。

立ち位置を変えれば，現場担当者がポートフォ

リオマネージャーになり，下請一次業者はプログ
ラムマネージャー，そして下請二次業者はプロジ
ェクトマネージャーになる。その時の立ち位置で
マネジメントが変わっていく。このように，所
長・主任・現場担当者・専門企業（下請）のステ
ークホルダーにおいて三位一体化マネジメントの
理解と実践が必要であることが分かる 6）。

5.　マネジメントの主な国際資格

プロジェクトマネジメントプロフェッショナル
（PMP®）は広く認知されている。その上位マネ
ジメントの資格として，プログラムマネジメント
プロフェッショナル（PgMP®）とポートフォリ
オマネジメントプロフェッショナル（PfMP®）が

図－ 4　現場担当者にもポートフォリオ /プログラム /プロジェクトが必須 6）

図－ 5　マネジメントの主な国際資格と資格者数 4）

108建設マネジメント技術　　2024 年 12 月号



存在する。図－ 5には最近の各資格者数の動向
（グローバルと日本）と各資格試験の基本となる
標準書を示した。

6.　PMI-CPTM とは

世界のプロジェクトマネジメントは進化し続け
ている。PMBOK® ガイドから建設に特化した
PMBOK® ガイド建設拡張版が出版された。そし
て，建設業界に重点を置いた詳細なカリキュラム
を提供する唯一の国際的に認められた認定資格
PMI Construction Professional（PMI-CPTM）が
開発された（図－ 6）。

7.　�マネジメント手法のリードは�
建設産業！

マネジメント手法は IT 産業より建設産業がリ
ードすべきである。その理由は，IT 領域を含む
広い視野からマネジメントにアプローチできるの
は建設産業であることが理由である。次の三つの
PM 発祥事例からも明らかである。

⑴　PMの発祥
①　PM がマネジメントすべき対象は言葉のとお

り「プロジェクト」であり，そのプロジェクト
活動の起源は古く，紀元前の古代エジプトのピ
ラミッド，マヤの遺跡，秦の始皇帝陵など，今
日では誰もが知っている古代遺跡の建造までも
遡ることができる。しかし，PM のもう一つの
言葉である「マネジメント」の起源はそれほど
古くはなく，マネジメントの概念が世に示され
たのは 20 世紀になってからである。

では，20 世紀以前はマネジメントが存在し
ていなかったのかというとそうではない。「マ
ネジメント」という概念がなかっただけであ
り，現在のマネジメントに相当することは行わ
れていたと考えられる。なぜなら，ピラミッド
のような現在の建設技術を駆使しても簡単には
つくれないような驚くべき精度を持った建造物
が，マネジメントなしの混沌とした中でつくら
れることはありえないからである。

問題は，どのようなマネジメントが行われて
いたのかが歴史として記録されていないだけで
あり，何らかのマネジメントが行われていたこ
とに疑いはない 8）。

②　「マンハッタンプロジェクト」1942 年発足：
米国陸軍が原子爆弾開発のために，初めてプロ
ジェクト方式を採用した。20 億ドル超の予算
と 60 万人もの人間を投入 9）。

図－ 6　PMI-CPTMとは 1），4）
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③　「アポロ計画」1960 年代：NASA（米国航空
宇宙局）で人類初の月面着陸を目指して，PM
を採用した。（当時はソ連との宇宙開発競争で）
厳しい納期と多様な専門技術の統合が必要とさ
れており，どれか一つでも間に合わないと（月
面着陸という）目的が達成できなくなってしま
う。異なる専門領域の活動を目的達成に向けて
結集する PM が採用され，前人未到の快挙を
成し遂げた 9）。

8.　ま と め

・さらに国際舞台で飛躍するには，核（コア）と
なる世界共通マネジメント手法の習得が不可
欠。2035 年までに必要な世界経済インフラ投
資額は毎年 3.5 兆ドルといわれている。

・まずは PM の習得。「PMP®」＋「1 級土木施工
管理技士」の組み合わせで，「技術士」と同等
以上の位置付けになる。よって，PM 習得への
モチベーションアップと同時に国際舞台でさら
に飛躍できるようになるだろう。

・ポートフォリオ / プログラム / プロジェクトの
三位一体化マネジメントの概念は現場担当者に
も必要である。

・PMI-CPTM 資格が登場。世界のプロジェクトマ
ネジメントは進化し続けている。

・PM の歴史から見ると，マネジメント手法は
IT 産業より建設産業がリードすべきである。

最後に，マネジメント手法は建設産業がリード
する気概を持つべきと力説する。
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